
 
 
  
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆武岡台特別支援学校進路指導広報誌☆ 

        武岡台特別支援学校 
           

 

          「めざそう！なりたい自分」 

令和７年度第２号 

令和７年 12月 24 日（水） 

鹿児島県立武岡台特別支援学校 

進 路 指 導 係 
進路指導情報局 

自立＝依存先を増やすこと。支援の輪を広げること。 
 

  先日，高等部 PTAの進路講話（外部講師）で，「自立とは孤立ではなく，依存先を増や

すことです。」と言われました。たくさん相談できる人や場所をもっていると，それだけ支

援の輪は広がります。困ったときにたくさんのアイディアが出てきます。その人にとって，

より良い方法で支援を受けることができる，と考えられます。そのために，保護者の皆様

にお願いしたいことは，「相談上手になること」です。在学中に，相談する習慣，伝える力を

担任と一緒に取り組んでもらえたらと思います。そして，子どもたちには，誰とでも，新し

い場所でも，落ち着いて過ごせるよう，たくさんの人と触れあう経験を積んでほしいと思

います。ある保護者の方から，「ウチの子は，ずっと福祉の世界で生きていくのだから，小

さいときから療育を利用したり，親亡き後のことを考えて，放課後等デイサービスをはじ

め，たくさんの福祉サービスを利用したりしてきました。そのおかげで，どこに行っても，

誰とでも穏やかに落ち着いて過ごせるようになっています。」と，貴重なお話 

をしていただきました。子どもたちが，自分の役割を果たし，生き生きと生活 

していけるよう，支援の輪を広げていきましょう。 （上別府） 

 

 

 

～小学部の取組紹介～ 

小学部６年生は、生活単元学習「もうすぐ中学生」の一環として，１０月に中学部の作業

学習（家庭班・窯業班・紙工班・園芸班）を見学しました。児童は，各班の説明を聞いたり，

真剣な表情で作業に取り組む先輩の姿を見たりする中で「早くやってみたい！」と大きな

刺激を受けた様子でした。 見学後には、自分が挑戦してみたい作業班について考え，「〇

〇班に行きたい！」と希望を伝える場面も見られました。さらに，12 月の事前学習では，

中学部の先輩方から作業学習に向けて頑張ってほしいことを教えてもらいました。２月の

作業体験に向けて期待を高めることができました。 

 また，ＰＴＡ活動として、保護者を対象に進路指導主任による進路講話を実施しました。

講話では，今後の進路に向けて，小学部のうちから身に付けておきたい生活習慣や日々

の家庭での関わりのポイントについて具体例を交えながらお話をしていただきました。講

話後のアンケートでは，「小学部のうちから生活習慣を整えていくことが大切である」，「体

調管理をしっかり行うこと」，「タブレット等の使用時間に気を付けること」，「苦手なことに

も少しずつ取り組むこと」など日頃から身に付けておきたい点について理解が深まったと

いう声が多く寄せられました。今回の講話は，保護者の皆様が子どもたちの日常にどのよ

うに寄り添い，どのように成長を支えていくかを改めて考える貴重な機会となりました。   

学校としても家庭と連携しながら，子どもたちが安心して自己実現できるように，これ

からも継続して情報提供や支援に努めていきます。                                                                                   

（小学部 川原） 

 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学部             【高等部作業学習体験】 

 中学部では，３年生を対象に高等部の作業学習体験を実施しています。高等部の作業学

習体験をとおして，高等部の作業学習の様子や雰囲気を味わい，高等部進学に向けての

意識を高めたり，見通しをもったりすることができることを目的にしています。 

 １学期に高等部を見学し，今年度も 11月 26日（水）と 11月 28日（金）の２日間に分

けて作業学習体験を実施しました。体験にあたっては，事前に将来の職業生活について学

習したり，作業時間や作業班について写真などで確認したりしました。また，気を付けるこ

ととして，①挨拶・返事・報告をする，②安全に気を付ける，③周りの人と協力する，④時間

いっぱい頑張る，などの大切なことを再確認して臨みました。体験した生徒からは，「緊張

したけれど作業ができて楽しかった。」「高等部でも同じ作業をやりたい。」などの感想が

聞かれました。先輩方や高等部の先生方から優しく教えてもらい，同じ作業ができたこと

をうれしそうに話をしていました。高等部での生活に希望や期待感をもてたのではないで

しょうか。3学期には，小学部６年生の中学部作業学習体験が計画されています。今度は，

今回体験したことを生かし，先輩として優しく接し，温かく迎え入れて 

ほしいと思います。（中学部：有川） 

高等部         
【実習報告会及び情報交換会】 

１０月２４日(金)にココカラステップの福島様や後期実習先の事業所の方をお招き 

し，講話を聞いたり，後期実習の生徒の様子や課題等を共有したりしました。また，

生徒代表による実習の報告もしました。挨拶や言葉遣い等，毎日の積み重ねが大切で

あるとお話いただきました。ふだんの学校生活で生徒職員が同じ方向で取り組みたい

です。  
 
 

 

【技能検定】 
１２月１１日(木)に県特別支援学校技能検定(喫茶・清掃)のビギナー検定が本校で

行われました。また，２６日(金)には，鹿児島南特別支援学校でチャレンジとプロ
フェッショナルの検定が予定されています。授業時間での練習に加え，昼休み等も練
習に励みました。ここで培った集中力や丁寧さを，今後の進路に生かしてほしいです。 
 
 
 
 
 
 

（高等部：茶園） 

 

 


